








　そうした考察の前提として、エリート（ここではブルジョワないし貴族）の居住空問 ついて、最初に民衆の居住空問のできかたとは違うということを示すために、しかし、最終的には同じことが民衆の居住空間でも問題化すると指摘するために 農民の居住空間見比べながらお話しします。　一九世紀のパリのブルジョワ住宅 取りを眺めてみましょう。まず、どこの住宅にもだ たい大小二つの階段が認められます。大きな階段は主人たち家族と客人が使うもので、小さな階段は裏方を
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担当する召使いたちが利用したものです。次に、廊下があって、部屋と部屋は廊下を介して結ばれています。そういうふうにして、一つ一つの部屋は独立が保たれるようになっています。この二つはブルジョワの住宅に広く見られ 特徴であるということができます。もちろん、さまざまな事情があるでしょう 、ブルジョワのなかには大きな階層差があって下層にな ばなるほど部屋の数や種類が減りますから、話はより単純 なりますが、それ も、これら二つは
基本的な特徴として残ります。　もう一点、お話しておきたいのは、一九世紀のあいだにブルジ澱ワ住宅の間取りに変化が生じるということです。たとえば、一九世紀前半には、夫の寝室と妻の寝室が客間をはさんで別々に存在するというかたちがまだ残っている です 、一九世紀の末になりますと、寝室を夫婦で共有するようになりま 。一九世紀のどこか 時点で、夫婦が同じ部屋で寝るとい 生活様式 現れ、それが間取りに影を落 すわけです。　召使いと子ども部屋の位置関係にも変化が現れ前半のブルジョワの住宅 は、召使いの部屋と子どもたちの寝室が、多くの場合、接近しています。ところが、のちになりますと 台所とか召使い専用の階段とかの召使いたちの活動領域から、子ども部屋はできるだけ離れて位置するよ になります。 とも は召使いが子どもを世話しますからもっと 近いところに子ど の部屋があるのですが、やがてブルジョワのあ だで、家族 一員ではない召使いへ 警戒感が出てきて、両者 きる 離すという間取りが登場したというわけ す。 わばブルジョワ 生活 立 向かう





















ス東部アルザス地方の南端に位置する工業都市で、そこに労働者都市が企業家の手によって第二帝政期に建設されました。ミュルーズ労働者都市には第一次都市と 次都市がありますが、とくに第一次都市は非常にきちんとした計画にそって、また政府の労働者住宅建設への助成金を得て誕生しました。　第一次労働者都市に建 られた土ハ同施設とし は、洗濯場と浴場のはいった建物と、食堂とパン屋と図書館の含まれた建物の二つがありました。他方で、毎日の水は敷地全体に分散して掘られた井戸から汲んで、自分の家に運ぶよう なってい　さて、肝心の住宅です。ミュルーズ第一次労働者都市を代表する
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住宅は、正方形に近い敷地を四分割したうえで、その四分割の境界部分を中心に建物が建てられた四世帯の住む四戸建て住宅です（図2参照）。そのほかに、二種類ほど別のタイプ、すなわち、縦方向に二分された二階建ての長屋（縦割り長屋）で住戸の前面に庭 あるタイプと、やはり二階 ての長屋ですが住戸の前と後に庭がついたタイプがありました。これら二種類の住宅は基本的に四戸建てと土ハ通す 考え方に立って設計さ ています。　さて、四戸建て住宅の住戸は一つ一つが基本的に独立しています。非常に厚い壁が真ん中にあり、音は隣にほとんど聞こえなかったと想像されます。また、住宅の周 に 広い菜園ないし庭があ ます。床面は地面より数十センチ高く、ステップを三段ほど上っ 内にはいります。これは室内に湿気 来ないようにという衛生環境への配慮からで、さらに地下貯蔵庫をつくることで空気が循環するように考えられてい 住宅に入ると まず玄関みたいな空間があり、それは同時に台所を兼ねてい 隣 は居間を兼ね 寝室があります。階段をのぼ ば、そこにまた寝 があり す。 の住宅 はトイレが必ず付いています。水は汲んでこなければなりませんが、ガスはありました 暖房のためのストーブでは、もちろん煮炊きもできました。こうした間取りの住戸を提供して 家族を自立させ独立させる と、そして、できるだけ労働者相互 連絡をなくして、望ましくない習慣が広まらないよ することを目指してい た。独立し自立した家族を介して、農民的な生活から工場労働に適合的な生活への転換 促した
ドメニル街労働者住宅図3
という企業家の考え方を、この住宅からは読み取ることができます。（三）パリ改造と民衆向け住宅　次にお話しすべきは、一八五〇六〇年代に建設された住宅のことです。そのころフランスはナポレオン三世を戴いた第二帝政のもとにありました。ナポレオ 三世はマルクスにはたいへん評判が悪いのですが、個人的にはた へん興味深い人物だと思って ます。すごくイギリスに憧れていました。また 労働者の境遇を心配し、その居住環境に強い関心を寄せていました。そんなわけですから、









　ここでパリの改造についてもお話しすべきですが、あまり時間をとれませんので、最低限必要な点だけを指摘しておきます。　パリの市域は一八六〇年の一月一日に拡張され、パリの面積は従来の二倍以⊥になりました。同時に、市内 おける街区の区切り方も大幅に変更されました。パリの都市改造は一八五〇年代からはじまっていますから、その途中 市域 拡張と区画の変更がなされたわけです。こ 都市改造 よって道路、上下水道、公園など つくられ、いまだ田園風景が広がっていた周辺地区が市域に編入されました。しかし、民衆のための住宅 は何の手も打たれず ほぼ市場の原理にゆだねられていました。　一九〇八年のパリの地図を見ます 一八六〇年にはまだかなりの空き地のあった編入地区にもびっしり 道が走 います。パリ全体 市街地密度も随分高くなっていそうです。一八六〇年から
一九〇八年までの時期には、第二帝政のあとに第三共和政が成立し
て、安定した政治体制が形成さ 国民国家と て社会保障制度、選挙制度、家族立法などが整え ますが、そう 時代に都市改造で新しい道ができるとその周辺地区の地価 あがり家賃も高くなります。もちろん労働者たちが都心にとどまりつづけることは難しくな にもかかわらず、都市改造では住宅にかんす 方策がとられません したので やがて とくに民衆向けの安価 住宅不足が際立つようになってゆきました。









戸へはいるには、いったん中庭を通らなければなりません。敷地ないし建物への四か所の出入り口のうち、主要な三か所はひとまず中庭に通じ、そこから階段室へ向かってから、各住戸へのぼって行ったのです 建物に直接はいる残りの出入り口は、やや例外的なもので、作業所へ行くためのものでした。こうした構造が採用されたのは、管理人が出入りする人びとを監視するためでした。建設する側が民衆の生活習慣根深い不信を抱いていたのです。さて、例えば、二階の住戸を訪ねるとしましょう。中庭から階段室へはいって階段をのぼると、二階の踊 場に二戸ないし三戸の出入り口が開いています。住戸 はいると、玄関そして廊下があり、そこ
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からまず台所につながります。台所の隣にはトイレがあり、さらに寝室があります。寝室数は住戸によって異なり、　一室から四室です。地下に共同の浴場施設がありますので、当然、住戸内に浴室は見当たりません。　ここで注意したいのは、玄関ないし廊下で各部屋が独立し、それぞれの部屋には特定の用途が定まって るという点です。一九世紀末のパリで、こういう住戸を集めた建物が、民衆向けに誕生しはじめていました。 れだけの規模 合住宅だからこそ、共同施設を充実させることもできました こうした空間編成の集合住宅に到達して、ようやく、家族を一つの独立した単位とする民衆向け のイメージができあがった です。むろん、洗濯 か浴室とか水回りの施設は住戸外のどこかにあるわけで、洗濯とか入浴とかのためには住戸を出なければなり せん そういう意味ではいまだ必ずしも完結した住戸で ありま んで（二）両大戦間期の住宅モデル　シュレーヌ田園都市
　次の話へ移りたいと思います。一八六〇年代と一九〇〇年 パリの地図を比べますと、前者には、まだ市内に随分と空白がありますが、後者になると、市内がほ んど市街地化 れています だ、どちらにも、一八四〇年代にイギリスの攻撃を恐 ティエールという政治家がつくらせた市壁が認められます。一九二五年になりますと、もはや市壁はなく、その跡は空き地になっています。一方で、市街地は市域の外へ向かって拡大しており、その後も広 りつづけます。第一次世界大戦 前後し 、都市パリの膨張は本格化する
です。　そうした膨張が可能になるには公共交通機関の整備が不可欠でした。第一次世界大戦後の経済的・社会的混乱で地方からの人口流入が進んだことも無視できない影響を及ぼしました。そういうなかで、パリ市内から郊外へ流出する人びとは少なくありませんでした。都市の外で暮らしたいと考える人 珍しくはなかったのです。こうして、大きな住宅の群れが郊外に建設されてゆきました。　ところで、この住宅の群れは国家や自治体によって建てられたものではありません。いまや民衆にまで広がった住宅への思いを背景として、市場の動 にゆだねるかたちで建設され、公的なコントロールのないままに事態は進展してゆきました。つまり、分譲宅地を購入した人びとは、たとえ掘っ建て小屋みたいだとしても、すべて自力で、 ば ば親族や知人に手伝っ もらいながら、自分の家を建てたものでした。雨が降って泥んこになった道とそれにそってぽつんぽつんと小屋が立つ、劣悪な環境の分譲 地がパリの郊外に広がってゆきました。一九二〇年代のパリの周りでは、それが当 り
前の光景だったのです。　こうして郊外に宅地が広がって まえば、もはやパリ市内だけを考えていては、住宅問題ひいては都市問題の解決を望めません。そこに、郊外をも視野にいれ つさまざまな問題に対処しようという考え方や、劣悪な宅地を販売している業者に模範 なるべき住宅のモデルを示そうという発想が登場してきます。パリ市にとどまらずセーヌ県（パリを含む県、フランス革命期から一九六四年 で存続した）さらには 地方と った広域において、都市や住宅にかん
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する諸問題の解決を追求しようというわけです。そこに示された回答の一つが田園都市の建設で た。いやむしろ、田園都市を契機として広域的施策が動き出しました。セーヌ県を基盤として住宅公社（正式にはセーヌ県低廉住宅公社）が設立され、両大戦間期に総計一五ヵ所の田園都市が建設されてゆきますが、そこでは、当初、あ






度の規律がある人びとを念頭においていたとすれば、後者はより貧しい人たちのために建てられたものです。戸建て住宅の方はすべて同じ間取りで、居間と四寝室のある二階建てです。一階部分は玄関から台所と寝室へ 二階なら踊り場から三つの寝室へつながります。子どもの多い貧しい家族の入居を想定した間取りになっていました。　この区画を手はじめに シュレーヌ田園都市は、何段階にもわかれて建設がつづけられ、第二次世界大戦後、一九五〇年代にようやく完成しました。長い時 がかかっていますから、その間に住宅をめぐる考え方が変化したとしてもさほど驚きではあります い。例えば、第一次建設区画の場合、住戸のな にトイ はあ ますが、風呂場はな 、その代わりに共 浴場 つくられました。実をいえば、イギリスの田園都市では全部が戸建 で、浴室がつ ているですが フラン 場合、一九二〇年代末になら ければ、民衆向け住戸に風呂が設けられ ことはまずありません。第二次建設区画は一九二〇年代末にようや 建設され すが、一部の住戸 シャワi室か浴室がつくられ、第三次建設区画ともなれば全住 にシャワー室か浴室が設けられました。一九三〇年代に 、 はや共同施設としての浴場や洗濯場は不要になったのです。もう一つ、完全 独立した二　建て パリ地方の田園都市にはまったくありません。二戸から七戸ほどをくっつけ、しかも、道路 たいして建物が凸凹になるように組み合わせました。そうすることで、道を歩く人の目に
映る風景が一歩ごとに変わる視角的効果を狙っています。ここにはイギリス譲りの発想を看取できましょう。さて、住戸のなかにトイレ、浴室、食堂、寝室があり、そして洗濯や入浴もできるとなれば、日常生活のために最低限必要な設備は一通りそろったことになります。つまり、一九三〇年代を迎えるころ、民衆向けの住宅がひとまず空間的に完結したのです。　他方、　一九三〇年代 後半になると、一五、一六階建ての集合住宅からなる田園都市が出現しま もはやイギリスの田園都市 面影はどこにもありません。ル・コルビュジエに代表される現代 築の影響を受けて、いよいよ集合住宅の建築が盛んにな 田園都市という名にも かわらず、こういう高層住宅がつくられた いうけです。パリ地方ではドランシー・ラ・ミュエットの田園都市が有名でしょうか。その高層住宅の部分は現存 ません。実は 般の住宅として使われたこと ありません。ナチス占領期にユダヤ人 収容するための施設として転用され、第二次世界大戦後に破壊されてしまいまし 。　シュレーヌ田園都市に話を戻しましょう。うえに述べたようなわけで、共同施設として 浴場は第一次建設区画でしかつくられませんでしたが、しかし、それ以外にもさまざまな共同施設がました。二つの学校群、劇場、カトリック教会などです。第二次世界大戦後にはプロテスタントの礼拝堂も建設され た。こ した共同施設のほとんどは 二〇世紀初めのプラーグ街の集合住宅とは異なり、もはや浴場とか洗濯場とか 生活 規律化を目指す施設ではありません。む ろ、人びとが集まれ 所が積極的につくり出
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されました。こういうところに、両大戦問期に誕生した田園都市の新しい特徴の一つが認められると思います。　シュレーヌ田園都市で確認した住戸の間取りは、別に田園都市だけに限られるものではありません。例えば、一九三〇年代後半にパリ市の住宅公社（パリ市低廉住宅公社）が示した四つの住戸モデルには、先ほどお話ししました一つの部屋からほか 部屋へ いる貧しい人たちのためのタイプや、廊下があってそこから各 に通じるので部屋が相互 独立しているタイプ 含まれます。ただ、 でに一九三〇年代ですから、どちらにもシャワー室が付いています。さら 年代になると、ブルジョワ下層あたりか 自分たちのための住宅もつくってくれという声があがってきます。公的に整備されるべきは、もともと貧民あるいは下層民衆のための住宅でたが、税金を使うのですから、自分たちの住宅があってもいい はないかというわけです。こうして パリ市の住宅公社の住戸モデルに、シャワー室ではなくバスタブがあり 食堂も備わった中問的な住戸タイプが加わります。さらに、もっ 上質 住戸モデル はいってきます。玄関と廊下があって、その左右にサロン、食堂、寝室、
台所、浴室、トイレが並ぶ住戸タイプです。台所には勝手口があります。それはもともと召使いが使ってきた出入り口の変形で、ブルジョワ的生活様式の名残りなのです。そして、階段の 分にはエレベーターが設けられることに っています　改めて付け加えておきたいこ があります。それは、 こまで間取りを検討してきた住宅は、いわば公的モデルとし 提示され建設されたものです。実際には、こうしたモデルに忠実な住宅より何倍
も多くの住宅が、住民の思いにしたがって、パリの郊外にぞくぞくと建てられました。自ら入手した敷地に自分の好みに応じて住宅が建てられ、両大戦間期の郊外を埋めてゆきました。その意味において、両大戦間期は、住宅への公的介入がほぼモデルとしてのも に限られて、さほど規制がなく、個々人が自由に好 なように住宅へ接近できた時代でした。たとえそれが劣悪な住宅だっ と も、民衆にも手が届いたのですから、その分だけフランスは豊かだったということかもし ません。　以上のように、民衆向けの居住空間について一八七〇　八〇年代まではあるべきかたちを模索する時期がつづき 一九世紀末以降、民衆を住まわせるに相応し 住宅のあり方が構築されます。その過程には、建築技術を初め、いろいろな要素が絡み
一九二〇年代までは浴室のないかたちで考えられており、もちろん、
その場合には共同の浴場・洗濯場を整える必要がありました。 ころが、劣悪な宅地分譲が社会問題化し、目指すべき住戸モデルが田園都市の住宅として提示されて、一九三〇年前後からは 浴室がつくりつけられるようになりました。さらに、これらモデル 公的性格を帯びるがゆえにブルジョワ下層などか 自ら 相応しい住戸を求める声があがり、例えばパリ市の住宅公社の 宅モデル はブルジョワ的間取 が含ま という事態になっ ゆきます。また、こういう民衆向けの住宅に、ル・コルビュジエしかりトニー握ガルニエしかり、文字通り超一流の建築家が関与してゆきました。
124
四、第二次世界大戦後の展開について






ジエの設計でマルセイユに建てられたユニテ・ダビタシオンという集合住宅でも、各住戸の水回り設備が、必ずしも階段のところではありませんが、やはり一ヵ所に集められています。このようにすると建設費が随分抑えられ、ロジュコスの四室住戸で と、建設費用が通常の半分以下だったといわれています。この時期に社会的な困難を乗り越えようと 間取りや工事方法 工夫が加えられる一方で、住戸モデルが改めて絞り込まれたのではないかと、私は考えています。　このような戦争直後 展開を受けついで、パリはもちろん他 大都市の周辺にも大規模団地が造成されてゆき す。また、一九六〇年代の後半には、ド・ゴール政権のも でニュータウン 建設がは
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じまります。パリ周辺にはセルジi・ポントワーズ、マルヌ・ラ・ヴァレ、サンカンタン・イヴリヌなど五か所のニュータウンが誕生しましたが いずれも田園都市よりもパリから遠く離れた場所に立地しています。数十年間に公共交通網の整備やモータリゼ ションが大きく前進したのです。ところで、一九七〇年代には、大戦直後と部屋の種類は大差ないので が、部屋の配置が違う住宅が広まり、たとえ建設費が高くついても、プライベートな空問と ブリックな空間を峻別した住戸がつくり出されます。お客 出入 する部分とおもに家族が使う部分とを別々にまとめた 取りです。お客 は一緒に食事するでしょうから、サロンと台所は近くに配置し、玄関と直結させます。浴室はむしろ家族のものですから、寝室と近づけておきます。その中 にトイレを設けるといった具合で ここに水回り設備を集中させようという意図は見当りません。　こんなふうに、一九五〇年代から七〇年代へと住宅 内部が変化しました。ところが 後、フランスで 、結婚をめぐる改正とか非嫡出子の地位とか、家族関係に大きく影響する法制度的な動きがあったにもかかわらず、こうした間取りは基本的に維持され といわれています。二十年間に家族関係は大きく変化したはずなのに、住宅の間取りがほとんど変化していないのはなぜなのだろうかと考えてしまいます。家族関係と住宅の間取りのあいだの食い違い摩擦が生じなかったのだろう 。法的改正にもかかわらず、家族はさほど変質しなかったのだろうか。今少 、目をこらしてゆきたい問題です。
　最後の最後にもう一言。とくに第二次世界大戦以降について住宅の周辺のことはまるでお話ししませんでした。共同施設についても話していません。しかし、住宅は都市など周りの環境との関係のなかでしか存在できません。 たがって、例えばプラーグ街低廉住宅についてかつて私が明らかにしたような共同施設の実態を、ほか住宅 も検討する必要があります。また、当該の住宅を都市のなかに位置付けてみなければなり せん。そうすること 、ようやく住宅という空間が都市 ど周囲の空問 接続し 。どうやって接続するかは、住宅の規模によっても時代によっても変わ でしょう。さまざまな建築技術によっ 違ってくるかもしれません。そうしたことが今後の重要な課題ではないかと考えてい ところです。　いささか長くなりました。この辺で終わらせ いただきます 御静聴、まことに有難うございました。（付記）文章化するにあたって題目を変更した。なお、講演当日には数十枚のスライド（地図、建築図、写真など）を用い 説明を加えたが、その講演を文章化 ため、ややわ りにくいものと っているかもしれない。読者諸氏の御寛恕を乞いたいと思う。
